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（政策経営部） 



待機児童・子ども支援対策調査特別委員会情報連絡一覧表

件 名 内 容 日時及び場所 ＰＲの方法 

１「子どもの未来を

応援する首長連合」

の活動について 

所管課 

子どもの貧困対策担

当課 

２子どもの貧困対策

講演会実施結果につ

いて 

所管課 

子どもの貧困対策担

当課 

１ 総会について 

今年の総会は、台風災害対応のため 

中止となった。 

２ 子どもの貧困対策に係る制度の充実 

に関する決議について 

 令和元年１１月１３日、国に要望書 

を提出した（別紙１参照）。 

３ その他 

 足立区で開催した（１１月２５日）

子どもの貧困対策講演会は、「子ども

の未来を応援する首長連合」の研修会

として位置付けられ、他自治体にも周

知された。 

【参考】 

・加盟自治体数：１８０団体

（１３４市、４区、３８町、４村） 

１ 目 的 

子どもの貧困対策の重要性を改め

て認識し、子どもと直接的、間接的に

関わる中で何が出来るかを考える契機

とする。 

２ 講 師 

 日本大学教授 末冨 芳 氏 

３ 演 題 

 教育支援と子どもの貧困困対策 

４ 参加人数    ２６１名 

（区民１９、議員５、教職員８０、

区職員１５０、子どもの未来を応援す

る首長連合７） 

５ 受講者の声 

アンケートでは、子どもの貧困につ

いて改めて考えさせられ、足立の子ど

もの幸せのために何かしたいとの声が

多数寄せられた（別紙２参照）。 

 

 

実施日 

令和元年１１月

２５日（月） 

場 所 

庁舎ホール 
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要 望 書
令和元年１１月

子どもの未来を応援する首長連合

（子どもの貧困対策連合）
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子どもの貧困対策に係る制度の充実に関する決議 
子どもたちが明るい未来を夢見て今を生きていくには、自らの可能性を信じ

て前向きに挑戦し、未来を切り拓いていける社会を作ることが必要である。子ど

もたちの現在及び将来がその生まれ育った環境に左右され、無限の可能性の芽

が摘まれるようなことは決してあってはならない。

しかしながら、近年の都市化や核家族化、地縁的つながりの希薄化など、様々

な要因と経済的困窮とが相まって、困難に直面している家庭が、必要な支援を受

けられず孤立しやすくなっている。そうした家庭の子どもたちの中には、自己肯

定感・自尊感情が十分に育たず、基本的な生活習慣・学習習慣、自立心・自制心、

社会的なマナー・コミュニケーション能力などを身につけることが困難な状況

に陥っているケースもある。さらに、そんな子どもたちが、将来再び経済的困窮

家庭を形成するという、いわゆる「貧困の連鎖」が現代社会で課題となっている。 

子どもの貧困対策は、国、都道府県と市区町村が相互の信頼と協力関係に基づ

き、着実に推進すべきものであり、我々市区町村は、地域の実情に即した諸施策

を実施し、懸命の努力を傾注しているところである。また、令和元年 6月の法改

正により、基礎自治体に対し、貧困対策計画を策定する努力義務を課されたこと

により、市区町村の貧困対策における役割、責任はより重大になっている。

よって、本連合は、市区町村が子どもの貧困対策の最前線において中心的役割

を果たしていることに鑑み、国に対し、特に下記事項の実現を図られるよう強く

要請する。

記

１ 子どもの貧困対策の総合的な推進について

○ 国は、子どもの将来がその家庭の事情等に制約を受けることがないよう、

「子どもの貧困対策の推進に関する法律」に基づき、教育を受ける機会の均

等を図るとともに、生活の支援、保護者への就労支援等を行うことにより、

子どもの貧困対策をさらに総合的に推進すること。

○ 子どもの貧困対策は、国や市区町村だけでなく、企業、NPO等の法人など

が、様々な立場から連携・協力して対策を講ずることが重要であり、国は、

企業、NPO等の法人などが積極的に子どもたちを応援できるよう、あらゆる

場面において最大限の配慮を行うこと。

○ 子どもの貧困対策は、子どもの養育環境の改善を図ることが重要であり、

特に以下について、国として体制整備や仕組みを検討すること。

・妊産婦期から義務教育後の進学・就職の段階に至るまで、対処療法的なア

プローチだけではなく、予防的なアプローチによる途切れのない支援制度

・妊娠期からの包括的支援を確立するため、母子保健と子育て支援等を一体

的・総合的に推進するための補助制度や体系の確立

・入園料、保育料、入学料、授業料等の費用負担の軽減に加え、絵本代等の

4



教材費、学用品費、給食費、制服等の通園・通学費用、クラブ活動費、修学

旅行費・校外活動費なども含めた教育に係る私費負担の軽減

・地域間格差の軽減に向け、教育に係る私費負担軽減に取り組む都道府県・

市区町村への財政措置

・生活困窮者自立支援法に基づく事業（特に学習支援事業等の任意事業）の

財源拡充

・児童扶養手当等のひとり親家庭への支援制度の改善や財源拡充

・離婚母子家庭の養育費の取決め・確保の促進に取り組む都道府県・市区町

村への支援

・子どもの医療費について、現物給付に伴う国民健康保険への国庫負担金の

減額調整措置の廃止及び国による子どもの医療費の無償化も視野に入れ

た助成に係る制度の創設

・子ども食堂を始めとした子どもの居場所事業について、専門家による相談

支援体制の整備や安定した運営のための継続的な財政支援

○ 子どもの貧困対策は、継続的・長期的な取組が必須であるため、国は、子

どもの貧困対策に資する補助事業等について、当該補助事業等における対象

事業の拡充や対象期間の延長、期間終了後における交付税措置など、市区町

村が地域の実態に応じた取組を中長期にわたって推進しやすい仕組みを検

討すること。

〇 子どもの貧困対策は、困難を抱える家庭や子どもと支援者（家庭児童相談

員、母子・父子自立支援員等）との信頼関係の構築が不可欠であり、ケース

によっては対応に膨大な時間を要することもあるため、支援者の人員確保や

充実、支援体制を持続するための財政支援など、市区町村が継続的・長期的

に支援体制を整備できる仕組みを検討すること。

○ 子どもの貧困対策は、早い段階から支援を行うことが重要であるため、子

どもが小さい時から予防的な支援につなげることができ、また、貧困の連鎖

を予防するために「気になる」子どもへの早期対応を行うことのできる体制

の整備や仕組みを検討すること。

〇 災害発生により子どもの貧困が発生、助長することがないよう、奨学金の

給付化、修学支援に対する補助、ひとり親家庭等への充実した支援等支援制

度の創設や見直しを図ること。

２ 令和 2年度予算編成等について

○ 子どもの貧困対策は、貧困の連鎖を予防する観点から恒久的な取組が必須

であるため、国は、「地域子供の未来応援交付金」について、対象事業や補

助率の拡充や補助期間の延長など、全ての市区町村が地域の実態に応じた取

組を中長期にわたって推進しやすい仕組みを構築すること。あわせて、子ど

もの貧困対策に関する施策の推進にあたり、NPOや市民団体等の実施団体と

の協働が円滑に進むよう制度の見直しを含めた改善を行うこと。

〇 福祉、保健・医療、教育等の関係機関と連携しながら総合的に子ども家庭

支援を行う「子ども家庭総合拠点事業」については、必要な支援を行うため
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に専門的知識や資格等保有者を確保することが必要であるという観点から、

補助基準額の引上げ等の検討を行うこと。

○ 家庭の経済的事情によらず、義務教育段階から学力や学習意欲を保障する

ことは、貧困の連鎖を断ち切るために不可欠であることを踏まえ、特に貧困

や不登校等の理由により課題が複雑かつ困難化している状況にあることか

ら、学校をプラットフォームとした子どもの貧困対策を推進するため、教職

員の人材と財源の確保を図るとともに、国の責任において各市区町村におけ

るスクールソーシャルワーカーの配置を促進するなど、指導・相談体制の充

実を図ること。また、教員 OBや大学生等が教育活動に参画し、子どもたち

の学習のサポートや教員補助を行うなどの体制構築に向けた財政支援の拡

充を図ること。

○ 子どもの無限の可能性の芽が摘まれるようなことのないよう、生活保護世

帯のみならず、低所得世帯、多子世帯の子どもたちに対し、幼児教育から高

等教育にわたる教育費負担軽減のための施策の充実を図ること。

○ 全ての生活困窮世帯の子どもに学習支援を行えるよう、経済的な理由を含

む家庭事情等により、家庭等における学習機会が十分でない中学生・高校生

等を含めた全ての児童生徒を対象とする原則無料の学習支援等の充実を図

るとともに、高校中退者等を対象とする学習相談・学習支援の充実を図るな

ど財政支援の充実を図ること。

〇 経済面で不利な環境にある家庭では、相談相手など人とのつながりや地域

行事への参加などといった経験・体験が少ない傾向が見られる一方で、経済

面等で不利な環境にあっても高い学力を有している子どもの親は、読書、子

どもの生活習慣等に関して子どもへ積極的な働きかけを行っているという

特徴が見られる。このため、困難を抱える子どもの状況を踏まえた読書活動

等への支援、家庭教育支援などを進め、教育格差の解消への取組充実を図る

こと。

○ 経済的に厳しい状況に置かれたひとり親家庭や多子世帯等が増加する

中、「すくすくサポート・プロジェクト」に基づき、ワンストップ相談窓口

の推進、子どもの居場所づくりや学習の支援、親に対する養育費確保や資格

取得の支援など、ひとり親家庭等の自立支援の充実・確保を図るとともに、

妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援、児童虐待防止対策等、子どもが健

やかに育つための総合的な対策の推進を着実に実施すること。

〇 令和 2 年度に検討されている子どもの貧困に関する実態の全国的な把握

の際には、市区町村に早期の調査項目、調査方法等を提示すること。

以上決議する。

令和元年 11月 13日

子どもの未来を応援する首長連合

（子どもの貧困対策連合）
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【講演会概要】

１．実施日・会場 令和元年11月25日（月）庁舎ホール

２．内容

３．講演者

４．参加者数 261名

５．アンケート回答者数 246名

６．アンケート回収率

区職員・社協職員・公社職員 138件

区立小・中学校教員 79件

NPO等活動団体・ボランティア活動
参加者 9件

一般区民・その他 17件

無回答　 3件

令和元年度子どもの貧困対策講演会
参加者アンケート集計結果

　【質問２】　本日の講演会を聞いて、現代の子どもの貧困への理解は深まりましたか。

　【質問３】　本日の講演会を聞いて、子どもの貧困対策の重要性を感じましたか。

94.3%

88件

35.8%

3

18件

7.3%

2

2件

0.8%

いいえ

講演「教育支援と子どもの貧困対策
　　　　～すべての子どもたちのウェルビーイング（幸せ）をめざして～」

日本大学　文理学部　　末冨 芳教授

　【質問１】　所属を教えてください。

4 1

2件

0.8%

無回答

3件

1.2%

はい
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133件

54.1%

はい いいえ

無回答

4件

5 4 3 2 1

178件 50件 10件 3件 1件

1.6%72.4% 20.3%4.1% 1.2% 0.4%

138件
79件

9件
17件 3件

はい「５」「４」と肯定的に回答した方 ９２．７％

区職員・社協職員・

公社職員

無回答

区立小・中学校

教員

NPO等活動団体・
ボランティア活動

参加者

一般区民・その他

はい「５」「４」と肯定的に回答した方 ８９．８％
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　１．ある 175件

　２．ない 46件

　３．無回答 25件

　１．ある 132件

　２．ない 84件

　３．無回答 30件

　【質問５】　子どもの貧困の状況について、身近に感じたことはありますか。

　【質問６】　子どもを支援するためにアプローチ（個人的、組織的ともに含む）を行っていること（取組み、活動等）
はありますか。

　【質問４】　本日の講演会の内容は、自分の業務や活動に生かしていけるものでしたか。

はい いいえ

5 4 3 2 1 無回答

4件

42.3% 37.8% 15.0%2.8% 0.4% 1.6%

104件 93件 37件 7件 1件

132件84件

30件

175件

46件

25件

１．ある

２．ない

３．無回答

１．ある
２．ない

具体的記述

・むし歯の多い子どもが治療できずに放置されていた

・表情の乏しさ、逆にしっかりしすぎる態度

・交通機関の乗り方すらわからない若者（経験・体験の不足）

・学校に支払うお金が別の支払いに回る

・兄弟の世話のため、登校できない子がいた

３．無回答

具体的記述

・子ども食堂、居場所づくり

・子どもの体験プログラムを考えている

・ＮＰＯ等への寄付

・児童・民生委員と情報共有

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと協力した家庭支援

はい「５」「４」と肯定的に回答した方 ８０．１％
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 　１．知らない 25件

55件

91件

58件

 　５．無回答 17件

　【質問８】　子どもの貧困対策について、区としてどのような取組みが重要だとお考えですか。（複数回答可）

　【質問７】　「未来へつなぐ　あだちプロジェクト（足立区子どもの貧困対策実施計画）」をご存知ですか。

　４．計画を一読し、一定の理解
　　　をしている

　３．計画の概要は知っている
　　　が詳しい内容までは知らない

　２．計画名は聞いたことがある
　　　が内容は知らない

25件

55件

91件

58件

17件

区の取り組みとして重要なものは

「妊娠期からの切れ目のない支援」 「学習支援」

「ひとり親家庭に対する支援」 「外国籍と外国にルーツを持つ子どもたちへの支援」

１．知らない５．無回答

２．計画名は聞

いたことがあるが

内容は知らない

３．計画の概要は

知っているが詳しい

内容までは知らない

４．計画を一読し

一定の理解をし

ている

11件

58件

120件

67件

67件

120件

98件

64件

113件

118件

112件

136件

103件

114件

129件

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件 140件 160件

その他

情報が届きにくい層への対策強化（ＳＮＳを活用した情報提供）

外国籍と外国にルーツを持つ子どもたちへの支援

子どもに関する活動をしている地域や団体等との協働・協創

両親のいる世帯に対する支援

ひとり親家庭に対する支援

若年者の支援

若年者の相談窓口

子どもの経験・体験の充実

スクールソーシャルワーカーを中心とした子どもや家庭の支援

不登校対策

学習支援

小・中学生の学力定着・体力づくり

児童虐待防止

妊娠期からの切れ目のない支援
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・ 子どもの貧困は親の経済力の影響だと思っていましたが、子どもとして必要な財やサービスにアクセス

できない「はく奪」という視点を初めて知りました。

・ 貧困を「貧」と「困」に分けて考えることの大切さを理解することができました。

・ 様々な理由で困っている子どもたちがいると分かり、自分のできることから支援を始めようと思いまし

た。

・ 貧困対策のためには、国や区など大きな枠組みでの取組みと、学校で行える身近な取組みの両方が

必要だと感じました。

・ 家庭の所得に関わらず、満たされていないのではないかと思うそぶりの子どもが何人もいます。

すべての子どもにつながる貧困対策が必要だと感じました。

・ 今の立場、現場でやらなければいけないことを考えさせられました。

・ 貧困対策のゴールは足立の子どもたちが幸せと思うこと、という言葉にハッとさせられました。

・ 「傷つくのを恐れて自分から切り離していく」という社会的排除の話は目からウロコでした。手を離さない、

手を差し伸べる大人が改めて必要と感じました。

・ 貧困についてのとらえ方が変わりました。子どもたちの幸せを第一に職責を果たしていきたいと思います。

・ 足立区の子どもの貧困対策が「子どもの幸せ」という目標に向かって進んでいくのは、とても良いと思い

ました。

・ 貧困＝低所得という考えは偏っていることを実感し、多様な視点から、対策を進めなければならないと

思いました。

・ 子どものためにできることを勉強しながら、実行できるよう努力していきたいと思います。

・ 講演を聞いて、改めて問題意識が芽生えました。

・ 子どもの幸せを追求する現場でありたいと使命感が芽生えました。

　【質問９】　講演の感想やご意見をお聞かせください。
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